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4.2. 竹節鉄筋での表裏両面のロールマーク 

4.2.1. 竹節鉄筋メーカーの取り組み 

竹節鉄筋の場合、ＪＩＳ で定められた鉄筋種別を表すロールマーク(突起の数で表示)が節の間に、その

横に各メーカーの記号が記され、メーカーによってはさらに径が記されているが、一般的には鉄筋の片面

の 1 メートルから 1.5 メートルの間隔で記されている。従って、鉄筋が組まれた後の配筋検査ではロール

マークを確認するために時間を要し、特に梁部材ではロールマークが下面になると識別が困難になるとい

う欠点があった。 

 

こうした状況の中で、メーカー2社が表裏の両面にロールマーク等を表示することとし、すでに製造・

販売されている。 

 

 

 

4.2.2. 大谷製鉄㈱の鉄筋識別方法改善の事例 

 

 

図 4.2.2.1.  大谷製鉄㈱のロールマーク表示のルール 

 

【概要】 

鉄筋メーカー名：大谷製鉄㈱ 

構造：ＲＣ造 5F 

【コメント】 

○ロールマーク等（鉄筋の種別と径）を表裏両面に数値で表示している。 

○ロールマーク等は、それぞれ約 1メートルピッチでなおかつ半ピッチずらしている。 

○そのため、約 50 センチピッチに表面か裏面のいずれかに、ロールマークが見えることになる。配筋

後のロールマーク等の確認が容易である。 

○写真記録はＪＩＳ記号に限るのか、裏面の文字表示が使用できるのか、監理者の意見が分かれると考

えられる。 
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